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  新年あけましておめでとうございます。 

昨年中は大変お世話になりました。 

 ２０１２年が皆様にとって幸多き年と 

なりますようお祈り申し上げます。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

Bluesy Harmonica Club のみなさんが、

玉村町とスポンサー企業の協力のもと被災

地復興支援活動として「音楽でつながろう

プロジェクト」を企画し、気仙沼公園住宅

の集会場でハーモニカコンサートを行いま

した。 

♪気仙沼の子ども達にクリスマスを♪ 

「Music in ぱる～県民の日スペシャル～」の収

益金（21,620 円）で購入したクリスマスプレ

ゼントと、スポンサー企業様より提供していた

だいたノート７０冊、鉛筆７０本を、気仙沼公

園住宅に暮らす子ども達に届けました。 

『集会場に３０～４０人の方が集まってくださ

り、喜んで握手や写真撮影を求めてくる方、涙す

る方、反応はそれぞれでした。音楽を通じて、被

災地のみなさんとほんの少し距離が近く感じる事

ができ、被災地支援の大切な小さな一歩になりま

した。』と Bluesy Harmonica Club の colly さ

んがおっしゃっていました。 

新聞に掲載 

されました 東日本大震災で被災された方々の 1 日も早い復興を心よりお祈りいたします。 



玉村町住民活動サポートセンター広報誌   ２０１２年（平成２４年） １月１１日発行 新年号（第４号） 

「ぱる」のホームページ          http://kyoudou-tamamura.org 

  

地域で活動しているサークルやボランティア団体
を紹介する展示ブースや、参加者同士が楽しく交
流できる場を設け、人生のセカンドステージを歩
み始めた方々向けに『第２回ウェルカム交流会 in
玉村』を開催しました。また、高崎経済大学の伊

藤亜都子准教授をお招きして、「大震災と地域コミ
ュニティー」と題し、特別講演を行いました。 

ぱる登録団体の「Bluesy Harmonica Club」
の方々が中心となり、東日本大震災復興支援
として、アコースティック、ロックとさまざ

まなジャンルのチャリティーライブイベント
「Music in ぱる～県民の日スペシャル～」を
開催しました。 
たくさんの方に来場していただき、大盛況の
うちに終了することができました。  

★イベント内容★ 

・アコースティックライブ 

・ロックライブ 

・きものファッションショー 

・チャリティーバザー 

・無料フェイスペイント 

・バルーンアートプレゼント 

・「おがげさん」の会による 

気仙沼物産販売 

 

ぱる主催のクリスマスコンサート
を開催しました。 
ご参加、ご出演していただいた皆
様ありがとうございました。 

色鮮やかなクリスマスリースを始めと
するネイチャークラフト展も同時開催
し、会場内を華やかに彩りました。 

ミニクラフトを
来場者にプレゼ
ントしました。 

♪出演者♪ 

◆サウスウィンズ ◆みちくさ Kids&りす 
◆Bluesy Harmonica Club ◆堀口 将英 
◆群馬県立女子大学吹奏楽部 

新聞に掲載されました 
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ぱるをより利用しやすく支援力の高い施設に
するため、施設のあり方や今後の運営につい
て、利用者の立場から企画立案していただくよ
う運営委員会の設立を運営委員準備会議にて
提案されました。その結果、登録者の互選によ
り運営委員７名が選出され、その７人で今後の

運営委員会議を開催していくことが決まりま
した。  
第１回目の会議では、運営委員会の要綱（案）
と、役員体制について話し合われ、委員長と副
委員長が決まりました。 
第２回目の会議では、運営委員会の要綱が決定

し、ぱるの平成２４年度事業計画が策定されま
した。 
また、今後の運営委員会は毎月開催し、交流会
は隔月開催することになりました。 

家庭での悩みについて、順をおって説明し、そ
れらの仕組みについて、識学の思考法を基に理
解します。幸せな家族について、一緒に考えて
みませんか？ 
 
日 時：2 月 26 日（日）13：30～15：00 

場 所：ふるハートホール 
参加費：無料（申込み不要） 
定 員：７０名 
対 象：玉村町に在住・在勤の方 
講 師：青木 典代 先生（識学研究所 講師） 
 

主催・お問合せ・・・玉村町役場 経営企画課 
T E L：０２７０-６４-７７１１（直通） 
F A X：０２７０-６５-２５９２ 

玉村町からファミサポ事業を受託し、会員制の
相互援助活動を行っている団体です。概ね生後
４カ月から小学６年生までのお子さんがいる子

育ての手助けをしてほしい人（おねがいさん）
と、子育ての手伝いをしたい人（まかせてさん）
が会員となって、一時的に子どものお世話を有
料で行うシステムです。 

玉村町ファミリー・サポート・センター 

特定非営利活動法人おたがいさま 

代 表：寺田 純子 さん 

お問合せは『おたがいさま』まで 

TEL：０２７０-７５-５２１１ 

子どもを対象にしたウクレレ＆リトミック教室
です。「みちくさ」の名の通り、みちくさしなが
ら、ゆっくりのんびりがコンセプト。 

ウクレレのレッスンだけでなく、リズムあそび
や楽器あそびを取り入れ、ウクレレを楽しむた
めにできたらいいな！と思うことを一緒に考
え、学んでいきます。 

 

毎月第２、４土曜  

9：00～/11：00～/13：00～/15：00～  
2,000 円/月・各 90 分 
 
みちくさ kids 
代 表：金井 悦子 さん 

お問合せは「ぱる」まで 
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住民やＮＰＯの方々が行うまちづくり活動（住
民活動）を支援する施設です。 

  

支援の方法としては、 

１．会議やイベントを開催する場所の提供 

２．住民活動団体の紹介、あっせん 

３．助成情報、イベント情報などの収集・発信 

４．住民活動の連携の促進 

５．協働によるまちづくり事業の企画提案 

などがあります。 

 

住民活動に興味のある方は、『ぱる』までお問
合せください。 

ぱる 

企業 

団体 

個人 

NPO 大学 

行政 

連携 

 
 

 

◆支援の事例１◆ 

事 業 名：パソコン遊学塾 

事業の内容：アクティブシニア玉村による、初心者向けのパソコン教室の開催 

～ぱるの係わり～ 

１．場所の提供・・・教室開催場所としてミーティングスペースの利用を提案 

２．教材の調達・・・教材となるパソコンがないので、リユース PC 寄贈の情報を提供 

３．先進事例の紹介・・・教え方や教室の運営方法を習得するため、パソコンあいてぃ塾を紹介 

◆支援の事例２◆ 

事 業 名：劇団どくんご玉村公演 

事業の内容：野外テントでの公演活動を全国展開している劇団どくんごを県立女子大が玉村に誘致  

～ぱるの係わり～ 

１．場所の提供・・・公演開催のための打合せ場所としてミーティングスペースの利用を提案 

２．地元とのコラボ・・・劇団から、公演の前座で地元の団体とコラボの希望があり、明るく楽しい劇

に合った、ちびっ子ウクレレグループの『みちくさ kids』を紹介 

３．広報活動の支援・・・HP で紹介、チラシの掲示、メール送信などで公演を宣伝 

 


